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の
意
見
を
反
映
し
つ
つ
検

建
設
省
は
洞
月
記
曰
、
現
在
調
整
を
進
め
て
い
る
国
道
お
号
バ
イ
パ
ス
「
千
葉
柏
道
路
」
の
検

討
素
案
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
素
案
は
、
今
後
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し
つ
つ
、
計
画
の
検
討

を
進
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
素
案
の
概
要
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
今

月
開
催
さ
れ
る
説
明
会
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
道
妬
号
は
、
県
北
西
部
の
束
利
根
川
沿
い
の
田
中
調
整
池
内
を
住
環
境
、
自
然
環
境
に
対
し
て
極

葛
地
域
と
千
葉
市
や
東
京
湾
臨
海
通
過
。
柏
市
布
施
地
区
か
ら
我
孫
め
て
大
き
な
影
響
が
懸
念
ざ
れ
ま

部
を
結
ぶ
、
社
会
・
経
済
活
動
に
子
市
根
戸
地
区
を
通
り
、
国
道
６
す
。
市
で
は
今
年
５
月
、
こ
れ
ら

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
路
号
と
接
続
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
と
交
差
、
の
影
響
が
極
力
少
な
い
計
画
に
な

線
で
す
。
手
賀
沼
の
西
端
を
通
過
し
、
沼
南
る
よ
う
、
地
下
方
式
も
含
め
て
の

篭
甥
奨
燕
欺
需
膿
ヶ
蒐
区
で
票
暑
譽
警
を
建
薯
に
臺
し
ま
し
た
。

禦
鑓
議
蕊
巽
灘
篝
鰭
霊
霊
的
に

お
お
Ｌ
ま
だ

周
辺
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
も
著
約
ｎ
ｍ
、
柏
市
約
８
畑
、
我
孫
子

情
報
を
提
供

し
い
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
市
約
２
皿
沼
南
町
約
６
ｍ
）

す
。
そ
こ
で
、
渋
滞
個
所
の
解
消
．
▽
車
線
数
４
車
線
今
回
の
公
表
は
、
計
画
案
の
検

緩
和
と
沿
線
の
環
境
改
善
な
ど
を
▽
標
準
幅
員
幻
、
討
段
階
で
の
発
表
で
す
。
今
後
、

目
的
に
、
国
道
応
号
の
バ
イ
パ
ス
市
民
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
計

唾
札
迂
鍵
嘩
筆
評
華
燭
社
王
制
》
こ
れ
ま
で
の
経
過
麺
を
》
緬
恥
雍
卦
侭
妹
帝
鄙
唖

柏
道
路
」
で
す
。
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
、
建
設
省
か
ら
市
と
し
て
も
今
後
、
糖
極
的
に

ル
ー
ト
の
概
要
螺
蕊
瀞
繍
壼
鱸
瓢
鱸
詫
繊
計
轆
擁
韻

き
ま
し
た
。
建
設
省
か
ら
示
き
れ
い
き
ま
す
。

国
道
妬
号
の
野
田
市
船
形
地
区
た
内
容
は
、
本
市
の
市
街
地
や
手
ま
た
、
ル
ー
ト
、
榊
造
、
環
境
、

を
起
点
に
、
利
根
運
河
を
渡
り
、
賀
沼
を
通
過
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
景
観
な
ど
の
共
通
課
題
に
つ
い
て
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一
議
副

一一 一

一
平
成
洞
年
第
４
回
定
一

一
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
譲
三

一
に
小
泉
良
雄
氏
（
塞
歳
）

Ｆ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
１
１
１

意
見
調
整
、
検
討
を
行
う
こ
と
を
市
民
へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る
よ

目
的
に
、
野
田
市
、
柏
市
、
沼
南
う
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

町
と
と
も
に
「
関
係
市
町
検
討
委
果
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
こ

員
会
」
を
設
世
し
ま
し
た
。
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
日
時
廻
月
奉
日
（
土
）
午
後
２

説
明
会
を
似
月
時
か
ら
３
時

溺
日
に
開
催
▽
場
所
市
民
会
館
大
ホ
ｉ
ル

な
お
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

市
で
は
、
今
回
の
公
表
内
容
に
建
設
省
に
説
明
会
の
開
催
を
要
請

つ
い
て
、
建
設
省
に
対
し
年
内
に
し
て
い
き
ま
す
。

可
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｉ
Ｉ
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ

－
Ｆ
Ｆ
、
会
い
、
ぐ
宮
田
基
弘
氏

建
設
省
が
「
検
討
素
案
」
の

段
階
で
公
表
し
た
こ
と
は
微
迎

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

従
来
の
「
ル
ー
ト
案
公
表
」

の
段
階
で
は
、
基
本
的
な
調
整

が
終
わ
り
ル
ー
ト
等
は
ほ
ぼ
固

ま
っ
て
お
り
、
市
民
の
意
見
で

変
更
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で

し
た
。今

回
は
、
計
画
莱
定
の
過
程

か
ら
公
開
し
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ

ら
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
（
Ｐ
Ｉ
）
方

、
平
成
洞
年
第
４
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
正
。
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に
宮
田
基
弘
氏
（
釦
歳
）
、
副
議
長

に
小
泉
良
雄
氏
（
顕
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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Ｇ
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。
。
■
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９
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Ｇ
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■
・
■
■
・
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■
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《
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□
■
■
■
■
０
日
８
口
．
ご
■
８
０
■
・
●
■
■
■
Ｂ
■
■
●
■
■
凸
■
■
■
９
日

初
の
Ｐ
Ｘ
方
式
で
ル
ー
ト
等
を
検
討

市
長
煽
碓
側
捲
＃
〃

式
」
を
取
り
入
れ
る
も
の
で
、

県
内
で
は
初
め
て
で
す
。

た
だ
し
、
検
討
素
案
の
ル
ー

ト
に
は
、
住
環
境
や
自
然
環
境

に
対
し
き
わ
め
て
大
き
な
問
題

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。た

た

素
案
は
一
つ
の
叩
き
台
で
す

か
ら
、
市
で
は
今
後
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
情
報
を
積
極
的
に
提

供
し
な
が
ら
、
ル
ー
ト
、
榊
造
、

環
境
等
を
十
分
検
討
し
、
建
設

省
に
対
し
必
要
な
提
案
や
要
望

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

、

ｑ
小
泉
良
雄
氏
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一

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
市
の
業
務

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
身
近
な
日

常
生
活
の
中
で
も
使
用
き
れ
て
い

ま
式コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
西
暦
２
０
０

０
年
以
降
の
日
付
に
対
応
し
て
い

な
い
場
合
に
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に

機
能
し
な
か
っ
た
り
、
誤
作
動
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西

暦
２
０
０
０
年
問
題
」
の
対
策
が

不
十
分
だ
と
、
生
活
の
ざ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西

暦
２
０
０
０
年
問
題
へ
の
対
策
を

識
じ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
末

年
始
に
は
職
員
の
配
置
や
待
機
等
助
役
を
本
部
長
と
し
、
庁
内
関

不
測
の
事
態
に
備
え
て

市
で
は
、
特
別
聯
報
酬
等
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
審
議
会
は
、
常
勤
特
別

職
（
市
長
・
助
役
・
収
入
役
・

教
育
長
・
水
道
事
業
管
理
者
）

の
給
料
及
び
市
議
会
議
員
の
報

酬
の
額
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

ざ
ん
を
始
め
、
学
識
経
験
者
や

各
種
団
体
の
代
表
者
の
方
か
ら

広
く
意
見
を
聞
く
た
め
、
市
長

市民委員を
募集します■

ヨ
ン
瞳
唾
Ⅱ
湧
西
麿
漫
○
働
愈
驫
悶
題
幽

特別職報酬等審議会

を
行
い
、
不
測
の
事
態
に
備
え
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

修
正市

の
業
務
で
使
用
し
て
い
る
各

シ
ス
テ
ム
で
の
２
０
０
０
年
問
題

の
影
響
を
調
べ
、
対
応
が
必
要
な

も
の
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
際
に
２
０
０
０
年

に
な
っ
た
場
合
に
正
常
に
作
動
す

る
か
ど
う
か
の
模
擬
試
験
を
実
施

し
、
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
を
は
じ

め
図
書
館
シ
ス
テ
ム
な
ど
す
べ
て

の
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
作
動
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
し
て

い
ま
す
。

▽
募
集
人
員
３
人

▽
応
募
資
格
市
内
在
住
の
如

歳
以
上
の
方
（
他
の
審
議
会
等

の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
方

は
除
く
）

▼
任
期
諮
問
に
か
か
る
審
議

が
終
了
す
る
ま
で

▼
選
考
方
法
選
考
委
員
に
よ

る
論
文
審
査

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

「
特
別
職
の
報
酬
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
の
意
見
を
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
ゞ
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
哩
月
配
日
（
火
・

必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５

８
市
役
所
人
事
課
雲
芭
１
１

１
１
へ
郵
送
、
ま
た
は
持
参

※
応
募
原
稿
は
公
表
・
返
却
し

ま
せ
ん

②
対
策
本
部
の
設
置

一】

係
部
課
長
で
織
成
す
る
「
２
０
０

０
年
問
題
対
策
本
部
」
を
８
月
に

設
置
し
ま
し
た
。

市
の
業
務
や
市
民
生
活
に
影
響

が
な
い
よ
う
、
万
全
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

③
危
機
管
理
計
画
の
策
定

不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、

業
務
ご
と
の
行
動
計
画
を
定
め
た

危
機
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
は
、
問
題
が
生
じ

子
ど
も
た
ち
が
市
長
と
直
接
意

見
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少

し
で
も
市
政
に
触
れ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
何
を

考
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
理

解
を
深
め
る
た
め
、
「
市
長
と
子

ど
も
の
対
話
の
日
」
を
開
催
し
ま

す
。

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
平
成
哩
年
１
月
塑
日

▼コンピュータ2000年問題年末・年始の体制
我
孫
子
に
つ
い
て
話
し
て
み
よ
う

項目｜連絡先 体制・対策
市
長
と
子
ど
も
の
対
話
の
日

(84)0111
水道局

2000年問題
対策本部

12月31日午後10時から1月1日午前
2時まで職員を配置し、給水車の待
機、浄水場設備の巡回監視を実施し
ます

隼
上水道

(83)4778
久寺家
汚水中継
ポンプ場

12月31日午後10時から1月1日午前
2時まで職員を久寺家および青山汚
水中継ポンプ場に配置します

下水道

て
も
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
、
各
部
署
の
シ
ス
テ
ム

の
代
替
手
段
を
確
保
す
る
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
。

西
暦
２
０
０
０
年
を
迎
え
る
年

末
年
始
に
つ
い
て
は
、
年
末
年
始

特
別
対
策
本
部
を
設
置
し
、
関
係

部
署
に
職
員
を
配
置
し
ま
す
。

ま
た
、
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
ガ
ス
・
電
話
・
電
気
等
の

事
業
者
と
連
携
し
、
不
測
の
事
態

に
備
え
ま
す
。
（
左
表
参
照
）

▽
問
い
合
わ
せ
情
報
シ
ス
テ
ム

課
冥
芭
１
１
１
１

王
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

▽
場
所
市
民
会
館

▽
対
象
市
内
の
小
学
生
（
個
人

で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
）

亨
定
員
先
着
犯
人

守
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
１
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
広
報

広
聴
課
広
聴
係
雲
芭
１
１
１
１

内
線
２
６
９
．
３
１
１
へ

※
当
日
、
保
謹
者
の
方
は
傍
聴
が

で
き
ま
す

年
末
年
始
の
対
応

12月31日午後5時から1月1日午後
5時まで職員を配置し、不測の事態
が発生した場合は、非番の職員を召
集し、情報収集と広報活動にあたり
ます

(84)0119

消防署
通信指令室

消防

(86)2000

年末年始
特別対策
本部

12月31日午後5時から1月1日午後
5時まで職員を配置し、不測の事態
が発生した場合は、自宅待機の職員
を召集し、情報収集と防災無線等を
使って広報活動にあたります

市民生活
電気、ガス
医療、通信
等に関する
こと

年
末
年
始
の
業
務
を
ご
案
内
し

ま
す
。
な
に
か
と
せ
わ
し
い
廻
月
、

市
役
所
の
窓
口
も
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
各
種
申
請
や
届
け
出
な
ど

の
手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
や
市
内
各
施
設

等
の
年
末
年
始
の
業
務
日
程
と
電

話
番
号
は
表
１
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
参
照
く
だ
き
い
◎

年
末
・
年
始
の
当
番
医
は
表
２

休
日
歯
科
診
療
所
の
業
務
日
程
は

表
３
の
と
お
り
で
す
。

▼表2 年末・年始の当番医

医
療

|月日 病院名｜診療科 所釧,謡番号
】
】
画
一

Ｆ
０
日
Ｐ
」 手続きなどはお早めに

湖北台4-6-1
(88)3111

12月29日

（ﾎ）
我孫子聖仁会病院 内科・外科

年末'年始の業務案内
12月30日

（木）
我孫子264
（84)7321

ｱｺﾀ|料翻ﾀ鰐熊 外科･整形外科･内科

噌l周|柵っ《聯
内科･外科・小児科
(小児洲午後5時まで）

つくし野131-1
(84)2211

1
布佐2195
(89)11111

1月1日

（棚
平和台病院 内科系・外科系

家
庭
ゴ
ミ
の
年
末
・
年
始
特
別

収
集
日
程
は
表
４
の
と
お
り
で
す
。

ゴ
ミ
を
出
す
際
は
、
収
集
日
に

合
わ
せ
て
正
し
く
分
別
を
し
て
出

し
ま
し
ょ
う
。
今
後
も
ゴ
ミ
の
減

逓
・
資
源
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
ゴ
ミ
を
直
接
持
ち
込
む
場
合

一
時
的
に
ゴ
ミ
が
多
量
に
出
る

場
合
や
至
急
に
処
分
し
た
い
場
合

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼表4家庭ゴミの年末・年始特別収集日程表

ゴ
ミ
の
収
集

1月2日

旧）
内科･外科・小児科
(小剛は午後5時まで）

我孫子1851-1
（82)8166

我孫子東邦病院

’
1月3日

（月）
湖北台4-6-1
（88)3111

我孫子聖仁会病院 内科・外科

’
※診療時間は午前9時から翌朝午前9時までですが､診療科目に
よっては診療時間が異なりますので､事前にお尋ねください。

※健康保険証と診療費を忘れずにお持ちください。

▼表3休日救急歯科診療所、年末年始業務日程
（
表
５
参
照
）

◎
あ
び
こ
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー

を
配
布

平
成
哩
年
の
ゴ
ミ
収
集
日
程
表

「
あ
び
こ
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
」

は
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
配
付
し

ま
し
た
。
自
治
会
等
に
所
属
し
て

い
な
い
方
は
、
市
役
所
本
庁
市
民

ホ
ー
ル
、
各
支
所
、
行
政
連
絡
所

公
民
館
、
市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ

ザ
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ

き
い
◎

マ
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
垂
（
師
）
０
０
１
５

１
１

』

’
1

▼表5クリーンセンターへ直接ゴミを持ち込む場合

廻
月
塑
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

の
間
に
、
漏
水
が
発
生
し
た
場
合

は
、
施
工
し
た
指
定
給
水
装
世
工

事
事
業
者
へ
修
繕
を
依
頼
し
て
く

だ
き
い
◎

な
お
、
指
定
給
水
装
世
工
事
事

▼表1年末。年始業務日程 C:閉 丘
１
幽
ｇ
Ｑ
ｐ
Ｃ
ご
面
画
面
面
面
石
壱
百
一
Ｑ
Ｃ
ｌ
Ｃ
石

休館・運休等
2345

(日）（月）(火）（水）

CC⑥②
。＠⑥③

る．壱ビラ⑲、
苞むそう．芯
芭這這j.C
CC,｡|｡

CCC|⑧
CCCC

CGCC

の＠°③

cc④④

|CcC①

cCCG

｡cc⑧

④｡CC

Ccc⑥
⑨④｡＠

⑥：通常業務

水
道
の
漏
水

|鶴笙)省)|肩)|段)|鵠|櫟)|農)|年末／年始｜
|⑥｡CG|@I CI｡lCl市役所

筐|臺臺舅蕊'鵜議：
④|の。eeeee市民図一書~龍一
。I ･GCのCCの鳥の博物館
⑧|⑲|の、＠のcc市民体育館
⑥'＠|④CCCCC中央公民館・湖北地区公民館
|の|⑲|⑨④CCCCつつじ荘。西部福祉センター

⑬lele⑧Ceel@|市民蚕一寵~了
el@|⑥③の④①|CI近隣センター。市民センター
| の|⑲'＠|②IClCClC市民プラザ
|@lCl"lOlClCl@|'のふれあい工房

|①|｡lclclclclclC犬嫡の引き取り（市役所本庁守衛室）

'＠|⑥|③'＠|⑥|Cl⑬|③火葬場｢ウイングﾎー ﾙ柏斎場」
|④'＠'○|･lelClClC市民（ス’

年末／年ウ
幽
回

6

(木） (息)|(4)|電話番号
⑲|Cl

11 備 考

⑧

壁
⑫
③
耐

⑫
Ｇ
己
①

⑥
Ｑ
④
苞

C
一一一ー

(本庁正面玄関内）
(市民プラザ内）
(湖北地区公民館内）
(図書館布佐分館内）

蜜
⑫
⑫
⑧

鱈
鱈
⑲
、

壁
璽
④
④

⑬
鐙
⑥
色

⑫
霞
④
砂

12月29日から1月3日までの間､幡姻届､出生

届､死亡届などの市への届け出|姉御体庁守
衛室で取り扱います匿

a(85)1111

D－－－

C ’

1

壁
塾
垈
堕
⑫
堕
塾
Ｇ
ｅ
Ｃ
面
面

塾
塾
些
壁
豊
塾
些
塾
塾
○
面
面

巴
塾
堕
旦
堕
堕
堕
堕
豊
⑲
面
面

"(84)1110休館中は本､CD，カセットの趣lはできません
a(85)2212

a(87)1155

中央冠(82)0515湖北地区壷(88)“33

つつじ荘云(88)0123西部福祉センター公(85)5818

業
者
が
わ
か
ら
な
い
場
合
や
急
を

要
す
る
と
き
な
ど
は
、
森
莪
孫

子
水
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
童
聖
５

９
９
５
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

ま
で
の
修
繕
饗
は
、
水
道
局
が
負

担
し
ま
す
が
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

か
ら
下
流
側
（
蛇
口
ま
で
）
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

|諦撚‘緩憩蝋;14M蕊繍
2010湖北台恋(87)1122市民センター：

寿冠(83)7722湖北台冠(88)9927布佐本
館公(89)1193帷ｽﾃー ｼｮﾝﾎー ﾙ公(89)5800

"(84)3311

右参照

"(83)2111

冠(86)5500

毎週木曜日午前中のみ(年来は16日が協終）

3旧の通夜はできません。4日のj"は使用可
交通整備課

保健センター
a(87)1131

a(31)6649

e(85)lll1

区 分

家
庭
ゴ
ミ

雑芥ゴミ
粗大ゴミ

資源

※当日の午前8時30分までに出してください

月,木地区

火，金地区

年末

12月29日(水)まで
(年内最終）

12

瀞灘亭で
12月22日(水)までの

各地区収集日

12月28日(火)までの
各地区収集日

年始

1月4日（火）から

1月5日（水）から

1月19日(水)から
各地区収集日

1月4日(火)から
各地区収集日

診
療
周

診療時間

場所

電話

健康保険証と診療費を忘れずにお持ちください。

年末

年始

午前9時から11時30分

市民会館2階

(84)1311(ただし、診療時間内のみ）

12月29日(水)～31日(金）

1月1日(祝)～4日(火）

日程

12月28日(火)までの平日

12月23日(祝)･29日(水)･30日(木）

時間

午前8時30分から11時30分、
午後1時から4時

午前8時30分から11時30分、
午後1時から3時
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子
ど
も
た
ち
の
手
賀
沼
に
関
す
る
研
究
を
ご
覧
く
だ
さ
い

市
で
は
、
平
成
ｎ
年
度
小
中
学
究
が
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
率
日
（
祝
）
か
ら
廻
月
奉
日
（
且
ま

校
科
学
作
品
展
の
手
賀
沼
に
関
す
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
、
市
民
会
館
２
階
ロ
ビ
ー
に
展

る
研
究
の
中
か
ら
、
優
秀
な
作
品
手
賀
沼
賞
は
、
こ
う
し
た
環
境
示
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
研
究

ｎ
点
に
手
賀
沼
賞
を
贈
り
ま
し
た
。
学
習
を
応
援
し
、
同
時
に
市
民
の
の
成
果
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
き
い
◎

小
中
学
校
で
は
環
境
学
習
が
年
皆
ざ
ん
に
も
知
っ
て
も
ら
う
た
め
▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
手
賀

年
充
実
し
、
そ
の
中
で
も
手
賀
沼
に
創
ら
れ
ま
し
た
。
沼
担
当
貧
芭
１
１
１
１
内
線
４
６

の
水
質
と
自
然
環
境
に
関
す
る
研
本
年
度
の
受
賞
作
品
を
、
哩
月
４

“
■
■
■
■
■
ｈ
■
凹
凹
■
●
■
■
■
■
■
『
敏
■
■
■
■
■
日
●
。
■
■
■
■
■
■
■
且
■
・
■
■
■
■
■
・
■
０
■
■
■
■
●
且
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
皿
■
■
■
■
”
■
■
且
砥
■
・
■
■
■
■

今
回
は
、
介
護
保
険
の
保
険
料
の
制
度
開
始
に
あ
た
り
「
新
し
い

な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
制
度
、
新
た
な
負
担
に
憤
れ
て
も

Ｑ
癌
嶬
認
壬
唖
蓉
峰
鑪
創
窪
捧
椎
弓
唾
諏
渉
鰐
輌
諦
唖
吟
蹄
辮
睦

と
支
払
い
方
法
は
、
ど
の
よ
う
に
６
カ
月
間
徴
収
せ
ず
、
そ
の
後
１

な
り
ま
す
か
。
年
間
は
半
額
に
す
る
方
針
で
す
。

Ａ
岬
鰯
雛
溺
轤
蝿
Ｑ
》
瓢
鞠
購
騨
鱒

ビ
ス
の
見
込
み
最
に
よ
り
算
出
し
合
、
保
険
料
を
支
払
う
の
で
す
か
。

毒
灘
繊
難
斯
縦
飛
Ａ
騨
諦
鮮
懲
蕊
雲

％
か
ら
１
５
０
％
）
を
乗
じ
て
算
が
夫
の
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
に

出
し
ま
す
。
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
妻
か
ら
は

我
孫
子
市
の
基
準
額
月
額
は
、
保
険
料
を
徴
収
し
ま
せ
ん
。
妻
の

２
６
０
０
円
か
ら
２
７
０
０
円
程
分
は
、
夫
が
加
入
し
て
い
る
会
社

度
に
な
る
見
込
み
で
す
。
等
の
健
康
保
険
料
で
み
て
い
ま
す
。

支
払
い
の
方
法
は
、
年
金
等
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

額
が
年
間
喝
万
円
（
月
額
１
万
５
る
場
合
、
妻
の
分
は
国
民
健
康
保

０
０
０
円
）
以
上
の
方
は
年
金
か
険
税
に
介
護
保
険
料
分
が
上
乗
せ

ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
き
れ
、
世
帯
主
が
一
括
し
て
納
め

外
の
方
は
、
市
か
ら
送
付
き
れ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

剛
離
純
銀
蕊
藤
鰯
Ｑ
鑪
漂
獺
騨
紐
区

の
自
動
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
ど
れ
く

な
お
国
で
は
、
来
年
４
月
か
ら
ら
い
利
用
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼手賀沼賞受賞者・作品 「
手
賀
沼
賞
」
受
賞
作
品
を
市
民
会
館
に
展
示

’
一学校名韓氏名題名・作品の種類

l馬場啓伍てがいまのしよくぶつ･勝

我孫子3佐々 木嘉弘手賀沼周辺の植物．標
第一小

4平無職;,噌燐ﾘEとり‘〈砿蝿IM

てがいまのしよくぶつ．標本馬場啓伍

我孫子

第一小
佐々 木嘉弘 手賀沼周辺の植物・標本

やすなり

平井康翔
ぼくなりにとI)<んだ環境問題
(合成せんざいはおそろしい)･論文

高橋渓太 てがいまのがんばるいきもの･識１
ｌ
２
ｌ
５
－
４
ｌ
６
－
３
ｌ
５
－
５
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
２

我孫子

第四小
佐藤綾美 手がいまの水げんをたずねて･論文

たかまさ

永橋尚傑 手賀沼の汚染と微生物･論文

中野灘 手賀沼周辺の鳥たち・論文湖北小

洲崎剛、
－

高野u1小

いんべ

印部美賞子湘胎剛、 私達の手賀沼・論文

きれい嘱籟沼Iこしょう･工夫州原香月高野u1小

中田恵抑 報獅に11,鋤､魚､鳥|こついて･敵
新木小

高橋慶子 私達の大切な手賀沼･論文

ゆきまさ

行政知佳 水の汚れと浄化･論文■
■
■
■
■
０
■
■
■
●
“
■
■
■
■
■
■
■
日
■
ご
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■

Ａ
》
赫
睡
罐
奉
珪
稚
嗣
岬
蓉
搾

は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｌ
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
が
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
訪
問

介
護
、
特
別
獲
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
日

帰
り
介
護
苧
イ
サ
ー
ビ
る
、
、

老
人
保
健
施
設
や
病
院
な
ど
の
日

帰
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ

イ
ケ
Ｚ
、
看
護
婦
に
よ
る
訪
問

看
護
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

、
要
介
護
１
か
ら
５
と
認
定
さ
れ

た
方
が
利
用
で
き
る
サ
Ｉ
ビ
ス

要
支
援
と
同
じ
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
ほ
か
、
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム
、

、

我孫子中
要
介
護
認
定
の
申
請
は

電
話
で
介
護
支
援
課

石けんで植物を育てる．論文尾崎舞子

介
護
保
険
Ｑ
＆
Ａ
③

鮴議 手賀沼の水調査･論文湖北中

報|||剛ﾒｶの蝿雌つぷ･敵瀧口晃

かみやななえ

神谷納枝|湖北台中 洗剤のi鋤への影驚を調べる．論文

'31
'き

貴
ゆう

竹内祐 手賀沼の汚れの実態を探る．論文

貧
船
）
１
４
１
１
へ

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

は
、
柏
税
務
署
で
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
柏
税
務
署
・
柏
税
理
士

会
に
よ
る
出
張
受
付
が
、
来
年
も

市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
を
す
る
方
は
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
日
程
は
、

後
日
広
報
あ
び
こ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
）我

孫
子
市
が
開
催
す
る
市
民
会

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
菱
型
医

療
施
設
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
も
選
択
で
き
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
上
限
額
と
利
用

例
（
上
限
額
は
仮
の
単
価
額
で
す

の
で
、
今
後
変
更
き
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
例
は
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
例
で

す
の
で
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
冠

を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

要
支
援
：
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
上
限

は
月
額
６
万
４
０
０
０
円

週
２
回
の
通
所
介
護
ま
た
は
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
は
６
カ
月
に
１
週
間

の
利
用
。
歩
行
器
な
ど
の
福
祉
用

具
貸
与
。

シリーズ税申告②

備ばお早瞳
許

もできます

確定

申告

申告の準

は郵送で

に

I ノ

館
な
ど
市
内
の
会
場
で
の
申
告
受

付
は
、
「
市
・
県
民
税
の
申
告
」

と
、
「
す
べ
て
記
入
済
の
確
定
申

告
書
の
収
受
（
お
預
か
り
し
て
税

務
署
に
回
送
こ
の
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
や
控

除
証
明
書
、
領
収
響
な
ど
の
原
本

が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
に
準
術

し
ま
し
ょ
う
。

申
告
は
、
郵
送
で
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
記
入
例
を
参
考
に
ご

自
分
で
申
告
書
に
記
入
し
、
税
務

署
に
お
送
り
く
だ
き
い
。
申
告
書

の
控
が
必
要
な
方
は
、
申
告
書
と

控
（
鉛
筆
響
き
は
不
可
）
、
切
手

を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
く
だ
き
い
。

次
の
よ
う
な
方
は
所
得
税

確
定
申
告
が
必
要
で
す

◎
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
用
紙
が

郵
送
き
れ
て
い
る
方

要
介
護
１
…
同
面
万
円

週
３
回
の
訪
問
介
護
、
週
２
回

の
通
所
介
護
ま
た
は
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
週
１
回
の
訪
問

看
護
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
６
カ

月
に
２
週
間
の
利
用
。
車
イ
ス
な

ど
の
福
祉
用
具
貸
毎

要
介
護
２
．
．
同
加
万
１
０
０
０
円

週
３
回
の
通
所
介
護
ま
た
は
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
週
３

回
の
訪
問
介
護
、
週
１
回
の
訪
問

看
護
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
６
カ

月
に
２
週
間
の
利
用
。
車
イ
ス
な

ど
の
福
祉
用
具
貸
与
。

要
介
護
３
．
．
・
同
家
万
４
０
０
０
円

週
３
回
の
通
所
介
護
ま
た
は
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
週
２

回
の
訪
問
介
護
、
週
１
回
の
訪
問

看
護
、
週
７
回
の
巡
回
型
訪
問
介

護
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
６
カ
月

に
３
週
間
の
利
用
。
特
殊
寝
台
な

ど
の
福
祉
用
具
貸
与
。

要
介
護
４
．
：
同
虹
万
３
０
０
０
円

週
６
回
の
訪
問
介
護
、
週
２
回

の
訪
問
看
護
、
週
１
回
の
通
所
介

郵
琴
に
よ
壱
申
告
も
で
壹
李
萱

◎
飲
食
業
・
大
工
・
左
官
な
ど
の

自
営
業
、
農
業
、
不
動
産
賃
貸

（
地
代
、
家
賃
等
の
収
入
）
、
保
険

外
交
員
、
ピ
ア
ノ
講
師
、
作
家
な

ど
、
事
業
系
の
所
得
が
あ
る
方

◎
給
与
と
雑
所
得
、
年
金
と
不
動

産
所
得
な
ど
、
２
種
類
以
上
の
所

得
が
あ
る
方

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
〈
住

宅
ロ
ー
ン
控
睦
を
受
け
よ
う
と

す
る
方

◎
医
療
饗
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
な
ど

※
申
告
用
紙
が
必
要
な
方
は
、
税

務
署
、
市
役
所
・
各
支
所
・
行
政

連
絡
所
に
、
１
月
下
旬
か
ら
用
意

し
ま
す
。

▽
申
告
書
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

＊
確
定
申
告
．
：
柏
税
務
署
苧
２

７
７
１
８
５
２
２
拍
市
あ
け
ぼ
の

２
の
１
の
知
）
公
（
妬
）
２
３
２
１

＊
市
・
県
民
税
申
告
：
・
市
役
所
課

税
課
（
我
孫
子
１
８
５
８
）
壷

（
誼
）
１
１
１
１

』
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
Ⅱ
■
■
■
ｑ
歯
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

談
ま
た
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
週
７
回
の
巡
回
型
の
訪
問

看
護
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
６
カ

月
に
３
週
間
の
利
用
。
特
殊
寝
台

な
ど
の
福
祉
用
具
貸
与
○

要
介
護
５
．
：
同
死
万
８
０
０
０
円

週
畔
回
の
巡
回
型
訪
問
介
護
、

週
２
回
の
訪
問
看
護
、
週
６
回
の

訪
問
介
護
、
週
１
回
の
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
◎
シ
ヨ
ー
ト
ス

テ
イ
は
６
カ
月
に
３
週
間
の
利
用
。

特
殊
寝
台
な
ど
の
福
祉
用
具
貸
与
。

Ｑ
鷆
詳
繍
獺
鴻
螂

Ａ
瞳
咋
》
魑
稚
葬
鎧
雑
嶮
》
》
・

外
国
人
登
録
法
の
登
録
を
行
っ
て

い
る
扣
歳
以
上
の
方
で
、

①
入
国
当
初
の
在
留
期
間
が
１
年

以
上
あ
る
方

②
在
留
期
間
が
１
年
未
満
で
あ
っ

て
も
、
日
本
へ
の
入
国
目
的
・
入

国
後
の
生
活
実
態
を
勘
案
し
、
１

年
以
上
滞
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る

方
な
ど

今
年
中
に
家
屋
（
専
用
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅
で
居
宅
部
分
が
４

分
の
１
以
上
の
も
、
を
新
築
・

増
改
築
き
れ
た
方
で
、
課
税
課
が

行
う
家
屋
調
査
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
住
宅
用
地
と
し
て
固

定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
住
宅
用
地
と
は
特
定
の
人
が
住

ん
で
い
る
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土

地
で
、
そ
の
家
の
床
面
積
の
、
倍

ま
で
が
軽
減
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
増
・
改
築
の
場
合
、
す
で
に
軽

減
が
適
用
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

軽
減
き
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
該
当
者
住
宅
が
建
築
さ
れ
た

１
１ 薑

雲

》
砿
嶬
鰄
》
も
》
峨
塞
濾
嘩
毒
固
定
資
産
税
軽
減
の
申
告
を

司

大

、
ｌ
創
刊
ｊ
「
』

き

ｎ
月
率
日
（
木
）
、
我
孫
子
第
四

小
学
校
の
５
年
生
の
皆
ざ
ん
が
、

菱
榎
醤
鵬
の
驚
聖
ロ

を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
千
葉
県
内
水
面
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
（
井
手
風
峰
誉

長
）
が
、
魚
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
溌
川
や
沼
の
浄
化
・
環
境
保

全
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年

ぐ
な
れ‐ｊｊ

小
学
生
が
手
賀
輻

土
地
を
私
道
と
し
て
利
用
し
て

い
る
場
合
、
幅
員
や
利
用
形
態
に

よ
り
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
の
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
敷
地
内
の
通
路
や
、
い
わ

ゆ
る
敬
地
延
長
部
分
は
除
き
ま
す
。

▼
軽
減
さ
れ
る
私
道
の
要
件
＊

公
道
か
ら
公
道
に
通
り
抜
け
で
き

る
私
道
＊
建
築
基
準
法
に
よ
り
、

公
道
か
ら
後
退
（
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
）

し
た
土
地
＊
袋
路
に
つ
い
て
は
、

幅
員
が
４
ｍ
以
上
で
、
そ
の
道
路

を
通
ら
な
け
れ
ば
公
道
に
出
ら
れ

土
地
の
所
有
者
（
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
を
含
み
、
土
地
を
貸
し

て
い
る
場
合
も
該
当
し
ま
す
〉

市
民
体
育
館
に
武
道
場
が

完
成
し
、
哩
年
１
月
５
日

（
水
）
か
ら
利
用
を
始
め
ま
す
。

施
設
は
、
武
道
場
１
面
約

２
４
０
㎡
、
男
女
別
更
衣
室

各
１
室
、
会
議
室
１
室
で
す
。

剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
空
手
、

合
気
道
な
ど
、
素
足
で
行
う

競
技
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

床
面
が
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

稽
古
や
大
会
に
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
き
い
◎

▼
利
用
日
時
毎
月
の
醗
終

月
暇
日
、
年
末
年
始
を
除
く

ロ
ー
』
咽
一

稚
魚
を
職
流

ノ
ー
Ｉ

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ケ
ツ
の
中

で
勢
い
よ
く
跳
ね
る
魚
を
見
て
、

驚
い
た
り
、
は
し
ゃ
い
だ
り
。
放

流
す
る
と
き
に
は
、
「
大
き
く
な

れ
よ
Ｉ
」
と
魚
に
向
か
っ
て
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

県
内
の
河
川

る
も
の
。
今

毎
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
９

時▼
利
用
申
し
込
み
今
日
か
ら

直
接
、
市
民
体
育
館
へ

※
利
用
料
等
、
詳
し
く
は
市
民

体
育
館
冥
師
）
１
１
５
５
へ

体
育
館
屋
外
施
設
の
予
約

受
け
付
け
が
２
カ
月
前
か
ら
に

体
育
館
の
屋
外
施
設
（
野
球

場
、
陸
上
競
技
場
、
サ
ッ
カ
ー

場
等
）
の
予
約
受
け
付
け
が
従

来
の
１
カ
月
前
か
ら
、
２
カ
月

前
か
ら
に
変
わ
り
ま
す
（
来
年

１
月
５
日
受
け
付
け
分
か
ら
）

な
い
家
屋
が
２
戸
以
上
あ
り
、
通

行
制
限
を
し
て
い
な
い
も
の

▼
該
当
者
現
に
私
道
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者

（
共
有
も
含
む
）

▼
申
告
方
法
い
ず
れ
も
申
告
書

課
税
課
に
用
童
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
押
印
の
う
え
提
出

※
私
道
の
場
合
は
そ
の
所
在
と
面

祇
の
わ
か
る
書
類
ま
た
は
測
量
図

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
告
期
限
い
ず
れ
の
申
告
も

平
成
ｎ
年
１
月
叫
日
（
金
）
ま
で

▼
税
額
軽
減
時
期
平
成
哩
年
度

課
税
分
か
ら

▼
申
告
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

課
税
課
土
地
調
査
係
貧
芭
１
１
１

１
内
線
３
３
９

よ

】
L－皇

年
は
我
孫
子
市
で
の

湖
沼
で
行
っ
て
い
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忘れずに納めましょう
|肺-ﾑ字ジ作威請閏題
し日時平成12年1月29日(土)・

30日(日)午前10時から午後4時

惨場所さわやかちば県民ブラザ

傍対象・定員ウィンドウズの操

作ができる方、・12人（応募者多数

の場合は抽選）

惨参加費1万2000円程度

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに講座名、郵便番号、住所、

氏名、年齢、電話番号を明記し、

平成12年1月10B(祝・必着）ま

でに、〒277-0882柏市柏の葉4の

3の1さわやかちば県民プラザ事

業課査(40)8615'､

嗣 囲匿回

臨時栄養士ﾟ給食調理員
登録を受け付け ’昧一ﾑー ジ作成謂閏

、

せきねなつみ

関根那津海ちゃん
（柴崎・1歳3カ月）

ｆ

す
こ
や
か
ち
や
ん

市内の小・中学校で、臨時職員

として働いてみたい方の登録を受

け付けます。

◎栄養士

抄業務内容献立の作成、食材の

検収など（1日8時間）

，賃金時給1080円

し採用条件健康で意欲のある方

◎給食調理員

し業務内容給食の調理、給食室

の清掃など（交替勤務で月10日程

度、1日8時間以内）

し賃金時給880円

し採用条件集団給食の調理経験

がある健康な50歳までの方

，申し込み・問い合わせ申込書

（教育委員会に用意）に必要事項

を明記し、平成12年1月17日（月）

までに教育委員会学校教育課公

(85)1151へ直接持参

’

|水道料金

！
今月の休館園

隠
密くら も ち と も き

倉 持知煕くん
(天王台・1歳2カ月）

L

岡 |殿圃岡圓醒画目

[[唾湖北台地区まちづくり協議会
“クリスマスコンサート”

’’ ｴｺ日記｣の記録者

「あびこエコ日記」を記録しな

がら、二酸化炭素の排出削減に協

力していただける方を募集します。

地球温暖化の原因である二酸化

炭素の排出量を減らすためには、

私たちのこれまでの暮らし方を見

つめ直す必要があります。

市では、市民の皆さんがくらし

を点検するきっかけとなるように、

環境家計簿「平成12年版あびこエ

コ日記」を作成しました。

この日記は、ゴミの量や電気、

ガスなどの使用量を記録すること

で、各家庭での二酸化炭素の排出

量が分かるようになっています。

また、家庭で簡単にできるエネ

ルギー節約のヒントも盛り込んで

いますので、家計費節約の助けに

もなります。

し受付開始日12月16日（木）

し募集数先着300人

陰記録期間1年間

※平成12年7月と平成13年1月

に記録を提出していただきます

し受付場所。問い合わせ手賀沼

課（西別館2階）壷(85)1111内線

462

伝日時12月23日(祝)午後1時か

ら5時(入場料無料）

惨内容ハンドベル演奏、マンド

リン演奏ほか

し場所．問い合わせ湖北台近隣

センター念(87)1122

1芙琴蟇毫ﾉ幽夢簔薑’
し日時平成12年1月23日(日)午

前5時30分、我孫子駅北口集合

（バスを利用）

し行き先静岡県天子ケ岳・長者

ヶ岳（歩行時間は約5時間30分）

し対象。定員中級･Aクラス、

先着20人

，参加費1万円(交通費・食費）

し申し込み。問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、年齢、電話番

号を明記し、12月31日（金必着）
みずがきよしふみ

までに青山台4の8の5水書淑文

念(85)1977へ

’
火の元にご注意
歳末特別警戒を実施

’
12月28日(火)から31日(金)まで

歳末特別警戒を実施します。消防

署と消防団では、期間中に巡回し

て警戒広報を行います。

空気が乾燥していますので、火

の元には十分ご注意ください。

また、放火を防ぐため、家のま

わりの燃えやすいものは片づけ、

ゴミは指定日時に出しましょう。

シ問い合わせ消防本部壷(84)01

19

工業統計調査にご協力を

工業の実態を明らかにするため

製造業を営む事業所を対象に、毎

年12月31日現在で工業統計調査を

実施しています。

調査員が訪問しますので、ご協

力をお願いします。

し問い合わせ文書課統計係壷

(85)1111内線229

I競争入札参加資格申請の受付
我孫子登 山倶 楽部
ハ イキング教室 平成12年度に市が発注する工事

コンサルタント、物品、委託など

の競争入札に参加を希望する方は

次のとおり「競争入札参加資格審

査申請書」を提出してください。

なお、今回の受け付けは追力0申

請のため、今年中に提出済みの方

は申請の必要はありません。

修申請書販売期間平成12年2月

1日(火)から2月10B(木)まで

(土・日曜日を除く）

少販売場所管財課（西別館3階）

し販売価格1部1000円（消費税

を含む）

し申請方法郵送で2月19日（土・

必着）までに我孫子郵便局（局留

め）へ

似問い合わせ管財課云(86)3000

償却資産の申告を
’ ’酔いません酒にスリルにスピードに
交通事故防止琿動を実施中 償却資産の所有者は、平成12年

1月1日現在、市内に所有する償

却資産について申告してください。

平成11年度に申告された方（11

年度中に新たに事業を始められた

方を含む）には、申告書を12月中

旬に送付します。

申告害が送られてこない、用紙

が足りない、そのほか申告につい

て不明な点は、課税課までご連絡

ください。

惨申告期間平成12年1月4日

(火)から31日(月)まで

腰提出先・問い合わせ課税課家

屋調査係査(85)1111内線336

「酔いません酒にスリルに

スピードに」をスローガンに、交

通事故防止運動が来年1月3日ま

で実施されています。

この時期は、道路の混雑に加え、

飲酒による交通事故が増加します。

飲酒運転は、認知や判断のミスが

増え、重大事故につながります。

県内では、12月1日現在で377

人が死亡し、全国ワースト2位と

なっています。

警察では、交通取り締まりを強

化していますが、皆さんも交通ル

ールとマナーを守り、安全運転を

心がけましょう。

◎重点目標

＊飲酒運転と無謀運転の追放

＊夕暮れどきや夜間の事故の防止

＊歩行者や自転車利用者の事故の

防止

＊シートベルトとチャイルドシー

トの着用の徹底

し問い合わせ我孫子警察署毎

(82)0110、交通整備課壷(85)1111

’ 2000年を記念して
花火と冬のひまわり祭 ’

◎打ち上げ花火

し日時平成12年1月1日(祝)午

前0時から30分程度（雨天の場合

は同日午後6時に延期）

し場所手賀沼フィッシングセン

ター周辺

◎冬のひまわり祭

ら日時平成12年1月1日(祝)午

前9時30分から午後3時30分

ひ場所県立手賀の丘少年自然の

家（入場料無料）

し内容フリーマーケット、模擬

店、餅つき、コンサートほか

桜申し込み不要（直接会場へ）

し問い合わせ沼南町役場企画課

念(91)1111

’
70歳以上のひとり暮らしの方に
年賀状を送ります

70歳以上のひとり暮らしの方へ

「いつまでも健康で暮らしていた

だきたい」という願いを込めて、

市内のボランティアが作成した年

賀状をお送りします。

し問い合わせ社会福祉協議会盆

(84)1539

|’ ’福祉作業所｢おおばん｣職員
障害者に理解があり、地域福祉

に意欲のある方を募集しています。

し資格20歳から35歳までで、普

通免許を所持している方

，採用日平成12年4月1日

※選考方法など詳しくは、同作業

所石川<昼間壷(89)5794、夜間壷

(89)0147>'X

NHIく海外たすけあい
義援金を受け付け中

「あなたのやさしさを」をテー

マに、「NHK海外たすけあい」

キャンペーンが12月25日まで実施

されています。ご協力ください。

惨送金方法郵便局、銀行、農業

協同組合などで、専用の振替用紙

を利用してください。市役所生活

支援課でも受け付けています

し問い合わせ生活支援課査(85）

1111内線377

1000年に一度のスタンプサービス
年賀状はお早めに

2000年を記念して、12月20B

(月)までに投函された年賀状には、

｢2000.1.1」のスタンプが押印

されます。

郵便番号やあて名を正確に記入

のうえ、お早めにお出しください。

し問い合わせ我孫子郵便局総務

課公(82)1431

｜

’ ’気功健康教室入門ｺー ｽ会員

惨日時。場所毎週木曜日午前11

時から、高野山小学校

し参加費月額2000円（入会金10

00円）

し申し込み・問い合わせ電話で
かげゆ

勘解由念(84)3195へ

第3回東葛中部地区
退職校長会作品 展 ’,ロ 犯罪の防止にご協力を

特別警戒取り締まりを実施中し日時12月20B(月)から26日

（日）午前9時から午後5時(20B

は午前11時から、26日は午後4時

まで、23日は休館）

し場所柏市中央公民館

し内容絵画、書道、手芸、工芸

盆栽、写真、詩歌

し入場料無料
あおや

い問い合わせ青谷壷(67)8646

あわただしい年の瀬は、心のす

きをついて犯罪が多くなります。

警察では、犯罪を未然に防ぐた

め、来年1月3日まで年末年始特

別警戒取り締まりを行っています。

◎ひったくりにご注意を

＊自転車のカゴに防犯ネ､ソトを

＊バッグは車道側の手に持たない

◎少年非行の防止

＊1日1回は家族で会話の時間を

＊薬物の恐ろしさを伝えよう

◎空き巣ねらいに気をつけよう

＊外出時は必ず戸締まりを

＊カギは郵便受けなどに入れない

◎バイク．自転車の盗難予防

＊車体に住所や氏名を記入する

＊ワイヤー錠などで二重にロック

し問い合わせ我孫子警察署盃

(82)0110、我孫子市防犯協議会冠

(84)8190

’
'1
福祉のしごと就職ﾌｪｱinちば

惨日時12月18日(土)午後0時30

分から3時30分（参加費無料）

惨場所幕張メッセ国際会議場

し内容施設職員による個別面談

し参加資格社会福祉施設に就職

を希望する方

し問い合わせ千葉県福祉人材セ

ンター恋043(248)1294

．公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではありません。

’県産業別最低賃金が改正１
１
１

健康生活セミナー
腱康と食生活を学ぶ請閏受講生 ’ 県内の特定の業種で働く労働者

に適用される「産業別最低賃金」

（6業種）が．12月25日(±)から

下表のとおり改正されます。

※詳しくは、千葉労働基準局賃金

課容043(221)4311または柏労働墓

準監督署盃(63)0245'X

伝日程平成12年1月13日（木）

19日(水)、28日(金)のいずれも午

前11時から午後3時(参加費無料）

し場所県女性センター

し内容遺伝子組み換え食品、食

品添加物、食事で病気を治す、生

活習慣病予防の食生活ほか

，対象。定員県内在住・在勤の

方、60名（応募多数の場合は抽選）

し申し込み。問い合わせハガキ

に講座名、住所、氏名、電話番号

を明記し、12月25日（土必着）

までに､〒277-0882柏市柏の葉4

の3の1さわやかちば県民プラザ

内県女性センター壷(40)8602'､

’青少年のための科学の祭典

，日時12月25日(±)26日（日）

午前9時30分から午後3時30分

し場所東京理科大学（野田市）

，内容マイナス200度の世界、

科学手品、顕微鏡を作ろうほか

，参加費無料

，申し込み不要（直接会場へ）

し問い合わせ（財)日本科学技術

振興財団・科学技術館振興部云

03(3212)8447

I 日'1m当番医1週1111の行事

｜夜間当番医

※金額は、左が日額＄右は時間額

この広報紙は再生紙を使用しています

項目

固定資産税・都市計画税
第3期

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第7期

納期限
(口座振替日）

27(月）

30(木）

27(月）

22(水）

市民図書館

棚‘伽馳舩踊

烏の博物館

市民プラザ

市民会館

"if聯朏ﾝﾀー

市民体育館

ふれあい工房

20(月)、
27(月)～31(金）

20(月)､23(祝）
27(月)～31(金）

20(月)､24(金）
27(月)～31(金）

16(木)、
28(火)～31(金）

20(月)、
27(月)～31(金）

20(月)､23(祝)、
27(月)～31(金）

27(月)～31(金）

20(月)､27(月)、

29(水)～31(金）

産業部門

調味料製造業

鉄鋼業

一般機械器具製造業

電気機械器具製造業

精閣機械器具製造業

自動車(新車)小売業

最低賃金

6,023円･753円

6,229円･779円

6,152円･769円

6,119円･765円

6,009円･752円

6,091円･762円

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ丑(85)1

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽB(87)1141

ﾃﾚﾎﾝガイド 冠砺5）罰恥

ﾌｱｸｽガｲﾄ゙ 6Ⅵ罷弼､I制01010


